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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
を

代
表
致
し
ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
平

成
天
皇
の
ご
退
位
・
新
天
皇
の
ご
即
位
そ
れ
に
伴
う
新
元

号
の
制
定
と
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。
一
方
で
台
風
・
大

雨
に
よ
る
被
害
が
相
次
ぎ
、
日
本
が
災
害
列
島
で
あ
る
事

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
堤
防
な
ど
河
川
の
整
備

に
加
え
て
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
日
頃
か
ら
の
防
災
意
識

を
高
め
る
事
が
重
要
だ
と
認
識
し
た
次
第
で
す
。
本
町
も

合
併
し
て
十
七
年
目
を
迎
え
町
民
各
位
の
絆
も
深
ま
っ
て

き
て
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

と
い
っ
た
課
題
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
町
と
し
て
も
議
会
と

し
て
も
課
題
解
決
に
向
け
て
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
る
所
で
す
。
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
昭
和
三
十
九
年
に
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
戦
後
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
国
民
に
勇
気
と

感
動
を
与
え
た
様
に
、
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
立
ち
向
か
う
国
民
に
元
気
を
与
え
る

祭
典
に
な
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。
今
年
が
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
事
な
く
町
民
各
位
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
年
に
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
令
和
二
年
一
月
吉
日

　
　

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
議
長
　
徳
永
　
正
道

議 長

あ い さ つ

（２）あさぎり町議会だより　No.63



あさぎり町有機センターの指定管理者
の指定について

あさぎり町深田農産物処理加工施設の
指定管理者の指定の取消しについて ○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○

■令和元年度第７・8回会議　表決一覧（抜粋）

今井公民分館新築工事請負契約の締結について

永才公民分館新築工事請負契約の締結について

氏 名
議 案

岩
本
市
岡
難
波
加
賀
山 

橋
本
久
保
小
出
森
岡
豊
永
永
井
皆
越
小
見
田 

奥
田
溝
口
久
保
田

○○○○○○○○○○○○○○○
あさぎり町小・中学校パソコン教室端
末の買入れ契約の締結について ○○○○○○○○○○○○○○○

第６回会議 10月 11日

補正予算1億2,242万5千円追加
◯公民館建設工事監理委託料、工事請負費　1億１,３７０万円
◯災害復旧費　５２０万円

109億4,249万7千円総額

　令和 2年度、業務の準備行為を実施するため、36 業務の債務負担行為を追加するもの。

第7回会議 11月８日

補正予算734万3千円追加
◯農地等災害復旧工事請負費　５４０万円
◯有機センター工事　監理委託料　１９４万３千円

第8回会議 12月定例　12月 10日～13日

補正予算6,973万2千円追加
◯県知事選挙費、給与改定に伴う人件費　２,１９５万４千円

◯ふるさと寄付金　３,０００万円追加
◯地方バス運行等、特別対策補助金不足分　３７６万８千円

◯ふるさと基金積立金　５,０００万円
◯ふるさと寄付対策費　３,３４６万６千円
◯救護施設 しらがね寮　法面復旧工事請負費　１,１２０万円

第9回会議

補正予算9,466万6千円追加
令和2年１月６日

○○○○○○○○○○○○○○○

（３） 令和２年　２月発行

（主なもの）

（主なもの）

（主なもの）

（主なもの）



公共施設等総合管理計画で今後の利活用もしくは廃止が検討される旧東庁舎

新たな指定管理者を静かに待つ深田農産物処理加工施設

（４）あさぎり町議会だより　No.63

　
　

今
の
、
公
共
施
設
等
の
総
合

管
理
計
画
の
進
捗
状
況
は

　
　

現
在
、
町
有
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
劣
化
度
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
規
模
の
大
き
い
施
設
に
つ
い

て
は
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
お

願
い
し
て
劣
化
度
を
調
査
し
て
お

り
、
そ
れ
ほ
ど
規
模
が
大
き
く
な

い
町
有
施
設
に
つ
い
て
は
、
担
当

職
員
で
行
い
、
お
お
む
ね
終
り
、

今
、
集
計
作
業
に
入
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

明
日
、
明
後
日
、
災
害
が
起

き
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
の
中
で
、

必
要
な
も
の
は
揃
え
て
あ
る
の
か
。

少
な
く
と
も
電
話
回
線
で
あ
っ
た

り
、
モ
ニ
タ
ー
だ
っ
た
り
と
い
う

の
は
必
要
最
小
限
で
は
な
い
か

　
　

地
震
災
害
は
い
つ
起
き
る
か

わ
か
ら
な
い
。
自
衛
官
で
地
域
防

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
資
格
を

持
っ
た
方
を
町
に
招
い
て
、
具
体

的
な
計
画
プ
ラ
ン
、
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

あ
さ
ぎ
り
町
深
田
農
産
物
処

理
加
工
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
地
元
に
話
し
利
用
で
き
な

い
か

　
　

利
用
で
き
る
か
ど
う
か
確
認

し
た
い
。
利
用
者
が
出
な
か
っ
た

場
合
、
町
内
に
広
げ
て
募
集
し
た

い
。

　
　

救
護
施
設
の
臨
時
職
員
の
介

護
員
の
位
置
づ
け
を
、
専
門
職
と

し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
は
な
い
か

　
　

一
般
職
は
研
修
を
受
け
て
技

術
や
知
識
を
深
め
て
お
り
、
自
主

的
に
資
格
を
取
得
し
て
対
応
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
も
う
少

し
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
み
た

い
。

問答

問答問答

問答

審
議
内
容
の

抜
粋

第
8
回
会
議
（ 

12
月
定
例
会
）
よ
り



第8回会議

（５） 令和２年　２月発行

条例の制定及び改正 抜粋

１．あさぎり町会計年度任用職員の給与等に関する
　  条例の制定について

２．地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
　  関係条例の整備等に関する条例の制定について

３．成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化を図るための関
　  係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関す
　  る条例の制定について

４．あさぎり町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
　  条例の制定について

５．あさぎり町下水道条例等の一部を改正する等の条例の制定について

６．熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の
　  一部変更について

一部事務組合の共同処理する事務を変更し、規約を変更しようとするときは、
地方自治法第２９０条の規定により議会の議決を経る必要がある。（令和２年
４月１日より熊本県後期高齢者医療広域連合が加入するため）

あさぎり町下水道事業に地方公営企業法の全部を適用することに伴い、関係
条例の一部を改正（７本）、廃止（１本）するもの

　令和元年８月７日の人事院勧告等を踏まえた給与改定をするため条例の一
部を改正するもの。（行政職給料表水準の引上げ、大卒程度初任給を１５００
円、高卒程度初任給を 2,000 円引上げ、３０歳代半ばまでの職員が在職する号
棒について平均０．１％改定。）

成年被後見人等の権利の制限の適正化等を図るための関係法律の改正に伴
い、関係条例（８本）の一部を改正するもの

地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、関係条例（１２本）の一部を
改正するもの

　地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任用職員の給与
等に関し、必要な事項を定めるもの。（一般職の非常勤が会計年度任用職員に
移行するものの雇用形態はすべてパートタイム勤務（週勤務時間３０時間以
内）。主なものとして期末手当の支給等の実施。）



一
般
質
問

※一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま記載とします。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
便
性
は

難波　文美  議員
Namb a　A y am i

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問します。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
交
通
事
故
多
発

の
中
、
全
国
的
に
高
ま
り
を

見
せ
る
免
許
返
納
制
度
で
あ

る
が
町
内
の
返
納
者
の
把
握

は
。
ま
た
10
月
か
ら
開
始
し

た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
登

録
者
は
11
月
末
で
5
1
6
名

と
な
っ
て
い
る
が
利
用
状
況

や
課
題
は
。

平
成
27
年
か
ら
30
年
末

で
65
歳
以
上
の
2
3
2

名
が
免
許
を
返
納
し
て
い
る
。

週
の
中
で
火
曜
日
と
金

曜
日
の
利
用
が
最
も
多

い
。
車
内
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
お
り
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
公
表
予
定

で
あ
る
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ

い
て
も
考
慮
し
て
い
く
。

降
車
場
所
と
し
て
公
立

病
院
を
含
め
た
病
院
関

係
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

岡
原
地
区
の
住
民
は
生

活
圏
が
多
良
木
町
に
及

ぶ
の
で
公
共
交
通
会
議
の
中

で
提
案
し
理
解
を
求
め
て
い

く
。

児
童
生
徒
の
登
下
校
時

間
に
限
り
高
齢
者
の
運

転
自
粛
の
取
り
組
み
は
で
き

な
い
か
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
働
き
か

け
協
力
要
請
を
行
い
た

い
。

住
民
参
加
イ
ベ
ン
ト
の

在
り
方
は地

域
住
民
が
参
加
す
る

球
技
大
会
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
少
子

化
や
高
齢
化
に
伴
い
競
技
の

棄
権
や
参
加
そ
の
も
の
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
選
手
集

め
な
ど
実
質
的
な
役
割
を
果

た
す
各
地
区
の
体
育
部
長
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

駅
伝
大
会
に
つ
い
て
は

特
に
参
加
地
区
が
減
っ

て
お
り
見
直
し
の
時
期
だ
と

考
え
る
。ア
ン
ケ
ー
ト
は
採
っ

て
い
な
い
が
体
育
協
会
各
支

部
の
会
議
に
お
い
て
意
見
聴

取
を
行
い
、
改
善
を
加
え
な

が
ら
今
後
も
継
続
さ
せ
て
い

き
た
い
。商

工
観
光
課
の
婚
活
イ

ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
は
。

平
成
22
年
度
の
合
同
コ

ン
パ
型
か
ら
実
施
し
現

在
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
や
１

対
1 

の
お
見
合
い
形
式
に
す

る
な
ど
時
代
に
合
わ
せ
た
出

会
い
の
提
供
、
自
分
磨
き
の

一
助
と
な
る
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

全
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
参
加
者
の
意
向
を
重

視
す
る
こ
と
で
偏
り
の
な
い

建
設
的
回
答
が
得
ら
れ
る
。

『
声
な
き
声
』
を
拾
い
上
げ
て

町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で

は
。

地
域
に
よ
り
温
度
差
は

あ
る
が
総
合
的
な
視
点

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

豪
雨
災
害
後
の
河
川
河
道

の
強
靱
化
は

日
本
各
地
は
も
と
よ

り
町
内
に
も
多
く
の

自
然
災
害
が
あ
っ
た
。
道
路

補
修
整
備
、
内
水
路
の
改
修

な
ど
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
の
河
川
河
道
工
事

の
計
画
や
見
通
し
と
上
北
地

区
が
被
っ
た
過
去
の
被
害
と

そ
の
後
の
対
策
は
。

上
村
時
代
に
大
雨
が

降
り
積
載
車
で
土
嚢

対
策
に
向
か
っ
た
が
堤
防
と

百
太
郎
溝
の
水
が
一
体
化
し

立
ち
往
生
し
た
事
が
あ
る
。

そ
の
場
所
の
道
路
状
況
は
現

在
も
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
。

柳
別
府
岡
原
線
の
越

水
に
対
し
て
は
現
状

復
旧
の
た
め
大
型
土
嚢
で
応

急
対
応
を
し
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
、
防
草
工
事
を
計
画

的
に
行
っ
て
い
る
が
再
度
溢

水
発
生
へ
の
対
策
は
と
れ
て

い
な
い
。治

山
治
水
事
業
は
途

中
中
断
す
る
と
脆
弱

箇
所
と
な
り
新
た
な
被
害
が

起
こ
る
。
早
急
な
対
策
が
必

要
で
は
。基

本
的
な
改
修
工
事

は
国
や
県
と
連
携
し

農
業
用
水
路
で
あ
る
百
太
郎

溝
と
幸
野
溝
の
災
害
対
策
は

来
年
の
主
軸
事
業
に
入
れ
て

改
善
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

問問

問

問

問

問

問

町
長

町
長

副
　

町
長

建
設

課
長

教
育

課
長

町
長

応急措置の二段土嚢を
施されている河道

高
齢
福
祉
課
長

高
齢
福
祉
課
長

商
工
観
光
課
長

生
活
福
祉
課
長

（６）あさぎり町議会だより　No.63



一
般
質
問

豊永　喜一 議員
T o y o n a g a　K i i c h i

防
災
・
減
災

　（
河
川
管
理
等
）対
策
は

地
球
温
暖
化
に
伴
い
、

異
常
気
象
に
よ
る
台

風
・
豪
雨
等
災
害
が
全
国
各

地
で
相
次
ぎ
、
多
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
こ
の
現
象
は
、
い
つ
ど
こ

で
も
起
き
う
る
可
能
性
が
あ

り
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
と
っ
て

も
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
河
川
整
備
等
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
・
町
管
理
と
区

分
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、

経
年
劣
化
に
よ
る
損
傷
等
が

目
立
ち
、
豪
雨
時
等
で
の
災

害
が
危
惧
さ
れ
る
。
国
・
県

と
の
連
携
、
今
後
の
対
策
は
。

全
国
の
台
風
災
害
等

で
、
国
も
い
ろ
い
ろ

と
積
極
的
に
予
算
を
つ
け
て
、

国
土
強
靭
化
、
災
害
の
復
旧

復
興
に
向
け
て
予
算
を
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
そ

の
成
果
で
、
球
磨
川
は
国
の

管
轄
、
井
口
川
・
免
田
川
等

は
県
の
管
轄
、
伊
賀
川
等
は

町
の
管
轄
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
区
分
の
中
で
、
国

か
ら
県
の
方
に
予
算
が
い
っ

て
、
免
田
川
、
井
口
川
の
河

川
管
理
が
な
さ
れ
て
い
く
。

国
・
県
も
積
極
的
な
動
き
が

出
て
来
て
お
り
、
町
と
し
て

も
積
極
的
に
要
望
し
な
が
ら
、

な
お
か
つ
町
の
管
理
の
部
分

も
し
っ
か
り
と
被
害
状
況
を

見
た
り
、
災
害
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
対
策
を
考
え
て
い

る
。

地
域
防
災
計
画
に
基

づ
く
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
は
出
来
て
い
る
の

か
。

平
成
27
年
度
作
成
で
、

既
に
４
年
経
過
し
て

い
る
。
そ
の
間
、
最
大
想
定

浸
水
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
つ
い
て
も
、
調
査
に

よ
っ
て
指
定
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
は
網
羅
し
て
い
な

い
。
各
世
帯
に
配
布
す
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
載
っ
て
い

な
い
の
は
課
題
で
あ
り
、
町

で
は
新
し
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
来
年
更
新
す
る
こ
と
で

計
画
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

今
ま
で
変
更
が
あ
っ
た
点
、

来
年
度
調
査
を
す
る
分
、
公

表
さ
れ
る
指
定
時
期
を
精
査

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

百
太
郎
溝
で
越
水
被

害
が
あ
っ
て
い
る
が
、

鍋
塚
放
水
門
か
ら
井
口
川
へ

最
終
的
に
放
流
さ
れ
る
。
豪

雨
時
に
は
井
口
川
も
越
水
状

態
と
な
る
が
、
井
口
川
近
辺

に
旧
河
川
が
あ
る
が
、
こ
れ

を
調
整
池
等
に
有
効
活
用
出

来
な
い
か
。

関
係
課
と
現
地
へ
出

向
き
、
県
に
も
要
望

し
、
遊
水
池
と
し
て
活
用
出

来
る
よ
う
前
向
き
に
取
り
組

む
。

一般質問14人が登壇

護岸ブロックの損傷等（井口川）

問

問

問

町
長

町
長

総
務

課
長

（７） 令和２年　２月発行



橋本　誠  議員
Ha s h im o t o　　Ma k o t o

通
学
路
の

　
　
安
全
安
心
対
策
は

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問

国道２１９号線の児童の通学状況

県道皆越免田線の中学生の通学状況

最
近
町
内
で
は
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
る
。

登
校
時
に
発
生
し
幸
い
命
に
関

わ
る
事
故
で
は
な
か
っ
た
が
、

一
歩
間
違
え
ば
重
大
事
故
に
つ

な
が
る
。
事
故
は
誰
に
も
起
こ

り
う
る
。
加
害
者
、
被
害
者
も

双
方
が
不
幸
に
な
る
。
今
後
の

対
策
と
子
供
た
ち
を
見
守
る
取

り
組
み
は
。

子
供
達
に
横
断
歩
道
の

渡
り
方
の
指
導
を
徹
底

し
た
い
。
職
員
に
歩
行
者
優

先
を
強
調
し
て
指
導
し
た
い
。

運
転
手
は
、
自
車
の
存

在
を
相
手
に
気
づ
く
様
、

濃
霧
や
暗
く
、
見
え
に
く
い
時

に
、
早
期
の
点
灯
を
し
て
い
る

か
。
職
員
・
町
民
に
対
し
て
の

周
知
は
。

職
員
に
は
、交
通
マ
ナ
ー

ル
ー
ル
の
遵
守
を
徹
底

さ
せ
る
。
交
通
安
全
週
間
は
も

と
よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
交
通

安
全
対
策
を
、
交
通
指
導
員
を

通
じ
て
啓
発
し
た
い
。

定
期
的
な
広
報
・
周
知

の
必
要
性
。
通
学
路
の

危
険
カ
所
を
把
握
し
た
上
で
の

対
応
は
。年

間
を
通
じ
て
指
導
員

を
介
し
て
の
啓
発
活
動
。

各
校
区
（
地
域
・
保
護
者
・
指

導
員
）
で
登
下
校
の
見
守
り
に

毎
年
、
危
険
箇
所
の
点
検
を
行

い
優
先
度
を
決
め
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
啓
発
周
知
は
重
要
だ
。

児
童
の
通
学
路
に
は
危

険
箇
所
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
２
１
９

号
線
の
歩
道
整
備
は
、
犬
童
医

院
の
所
か
ら
元
桑
原
医
院
の
所

ま
で
要
望
し
て
い
る
。
県
道
皆

越
免
田
線
（
今
井
地
区
）
の
所

も
小
学
生
が
登
校
し
て
い
る
。

地
域
住
民
の
方
と
協
議
し
、
必

要
で
あ
れ
ば
歩
道
整
備
を
し
て

行
き
た
い
。

ソ
フ
ト
面
で
は
見
守
り

隊
、
歩
道
整
備
の
必
要

性
。
中
学
校
統
合
（
平
成
20
年

12
月
議
会
）
で
２
校
論
が
あ
っ

た
が
１
校
論
で
、
当
時
の
愛
甲

町
長
が
決
断
さ
れ
た
。
通
学
路

整
備
が
１
番
の
課
題
だ
っ
た
。

歩
道
整
備
を
県
の
要
望
の
中
に

入
れ
る
べ
き
だ
。

県
道
皆
越
免
田
線
（
今

井
）
を
県
に
対
す
る
要

望
の
事
項
の
中
で
一
つ
加
え

た
。
地
域
住
民
の
署
名
を
も
っ

て
要
望
し
な
い
と
で
き
な
い
。

一
度
動
い
て
み
た
い
。

県
道
皆
越
免
田
線
か
ら

町
道
今
井
中
学
校
線
の

歩
道
で
未
整
備
工
事
区
間
の

計
画
は
。皆

越
免
田
線
（
今
井
地

区
）
の
歩
道
整
備
を
要

望
し
て
お
り
、
改
修
が
終
わ
っ

て
か
ら
そ
れ
以
降
に
進
め
た

い
。
用
地
交
渉
が
必
要
だ
。

南
稜
高
校
を
含
む
県
施
設
と

の
町
と
し
て
の
関
わ
り
は
。

問

問

教
育

長
　

問 総
務

課
長

総
務
課
長

町
長

問町
長問建

設
課
長

（８）あさぎり町議会だより　No.63



これからの
　農業の取組みに
　　　　ついて

一
般
質
問

あ
さ
ぎ
り
町
に
お
い
て

も
農
業
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
な
ど
５
年
10
年
後

に
な
る
と
ま
す
ま
す
条
件
の
悪

い
土
地
は
耕
作
放
棄
地
と
な
り

深
刻
な
問
題
と
な
る
が
。

大
き
な
問
題
を
抱
え
る

中
で
、
農
業
関
係
者
に

は
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
が
高
齢
化
が
進
み

農
地
を
守
っ
て
い
く
事
が
非
常

に
困
難
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。

後
継
者
の
い
な
い
と
こ

ろ
で
も
町
は
、
70
代
の

人
で
も
非
常
に
や
る
気
の
あ
る

人
が
多
く
ま
だ
規
模
拡
大
も
し

て
い
き
た
い
と
の
声
も
聞
く
。

そ
う
い
う
人
達
か
ら
３
年
間
続

い
た
町
の
農
業
振
興
補
助
金
は

町
全
体
の
農
業
の
底
上
げ
に
も

繋
が
り
本
当
に
良
か
っ
た
と
い

う
声
を
聞
く
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
農

家
が
活
性
化
し
元
気
が

出
る
。
そ
う
い
う
も
の
は
今
後

も
方
法
が
変
わ
る
事
が
あ
っ
た

と
し
て
も
基
本
的
に
は
同
じ
よ

う
な
制
度
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

あ
さ
ぎ
り
町
に
お
い
て

耕
作
放
棄
地
と
み
な
す

面
積
は
ど
れ
位
あ
る
か
。

遊
休
農
地
面
積
14
・
４

h
a
で
す
。

山
に
隣
接
し
て
い
る
所

は
森
林
を
利
用
し
た
放

牧
・
山
口
県
と
か
取
り
組
ん
で

い
る
所
も
あ
り
、
鳥
獣
害
の
侵

入
も
防
ぐ
と
い
う
よ
う
な
事
で

地
域
の
活
性
化
に
も
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
町
も
新
規
就
農
者

や
畜
産
放
牧
に
関
心
の
あ
る
若

者
に
研
修
に
行
か
せ
た
り
と
か

必
要
で
は
な
い
か
。

鳥
獣
被
害
も
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
一
石
二

鳥
の
効
果
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら

先
進
地
が
あ
れ
ば
研
修
し
な
が

ら
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
所
の

設
置
問
題
に
つ
い
て

心
配
な
の
は
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
者
が
取
り
組
み

や
す
い
訳
だ
が
途
中
で
事
業
者

の
主
体
が
変
更
さ
れ
る
事
も
多

い
と
聞
く
。
変
更
後
が
も
し
外

資
系
な
ら
水
資
源
に
利
用
さ
れ

た
り
外
国
人
の
住
宅
に
な
っ
た

り
契
約
後
の
パ
ネ
ル
放
棄
等
、

私
達
の
子
や
孫
の
世
代
に
色
々

な
問
題
を
残
さ
な
い
為
に
も
私

は
町
と
し
て
も
あ
る
程
度
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
か
危
険
な
所
の

エ
リ
ア
は
認
め
な
い
と
か
今
後

の
事
も
考
え
て
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。

無
秩
序
に
原
野
が
切
り

開
か
れ
て
太
陽
光
が
並

ぶ
と
い
う
の
は
地
域
住
民
の
方

も
不
安
で
あ
る
し
20
年
後
ち
ゃ

ん
と
原
形
に
復
さ
れ
て
い
く
の

か
心
配
は
し
て
い
る
が
経
済
産

業
省
の
事
業
計
画
策
定
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
て

い
る
以
上
規
制
は
難
し
い
が
、

対
策
を
講
じ
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

上
地
区
合
併
記
念
公
園
周
辺
の

利
用
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

小
出
　
高
明 

議
員

K
o
i
d
e
　
　
T
a
k
a
a
k
i

３年続いた
農業振興補助金

山林に隣接した太陽光発電所

問

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

農
業
委
員
会
局
長

町
長

（９） 令和２年　２月発行



一
般
質
問

久保田　久男  議員
K u b o t a　　H i s a o

町
の
産
業
活
性
化
の

　
　
　
　
取
り
組
み
は

青年団が行うおかどめ幸福駅周辺整備「菜の花プロジェクト」

あ
さ
ぎ
り
町
が
元
気
に

な
る
為
に
は
、
町
の
産

業
活
性
化
な
く
し
て
成
し
得
な

い
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
の
確
保
等
、
諸
課

題
を
抱
え
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

ま
ず
は
現
状
を
踏
ま
え
、

こ
れ
を
打
開
し
て
い
く

か
。
一
次
産
業
で
あ
る
農
林
業

で
高
付
価
価
値
を
付
け
て
、
農

協
等
と
の
競
合
を
避
け
、
い
か

に
販
路
を
開
拓
し
て
い
く
か
、

具
体
化
に
向
け
粉
骨
砕
身
頑

張
っ
て
い
く
。

農
業
に
お
い
て
今
後
農

家
の
減
少
は
地
域
の
衰

退
に
な
り
か
ね
な
い
。
集
落
営

農
組
合
、
大
規
模
農
家
の
法
人

化
も
、
中
小
規
模
農
家
へ
の
手

立
て
も
必
要
で
は
な
い
か
。

い
ず
れ
も
応
援
し
て
い

く
し
、
こ
れ
か
ら
目
指

す
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え

る
。

林
業
は
重
労
働
だ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
あ
る
が
、

機
械
化
さ
れ
た
現
状
等
、
林
業

へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
も
、

か
つ
て
平
成
22
年
に
開
催
さ
れ

た
「
木
の
博
覧
会
」
の
復
活
は
。

P
R
不
足
で
お
客
さ
ん

は
そ
う
多
く
な
か
っ
た

が
、
準
備
し
て
い
く
中
で
参
加

者
、
協
力
者
が
日
々
増
え
て
い
っ

た
こ
と
が
一
番
の
成
果
で
あ
っ

た
。
そ
の
延
長
線
上
で
、
今
後

農
と
食
と
福
の
イ
ベ
ン
ト
等
を

や
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

商
工
業
、
観
光
へ
の
取

り
組
み
は
。

今
、
商
工
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
が
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
等
は
得
意
な
分

野
で
は
な
い
か
と
思
う
。
イ
ベ

ン
ト
事
業
を
通
じ
て
交
流
人
口

を
深
め
、
チ
ャ
ン
ス
の
芽
を
見

つ
け
て
貰
い
た
い
。

郡
市
で
は
7
市
町
村
で
、

観
光
協
会
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
が
、
本
町
は
未
だ

に
な
い
。
交
流
人
口
を
増
や
す

為
に
も
、
そ
の
核
と
な
る
観
光

協
会
は
必
要
と
考
え
る
が
。

現
在
、
人
吉
・
球
磨
で

観
光
地
域
づ
く
り
協
議

会
が
立
ち
上
が
り
、
県
・
市
町

村
・
民
間
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
町
の
カ
ラ
ー
を
出
し
た
観

光
づ
く
り
を
、
人
吉
・
球
磨
と

一
体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

問

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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一
般
質
問

地域福祉の推進の
　　あるべき姿について

       

行政などによる
公的支援

公 助

あ
さ
ぎ
り
町
の
「
ひ
と
・

し
ご
と
・
創
生
総
合
戦

略
」
の
事
業
展
開
に
お
い
て
は
、

町
の
総
合
戦
略
の
テ
ー
マ
は
「
健

康
と
福
祉
」
で
あ
る
。

　
国
は
、
国
民
健
康
づ
く
り
運

動
と
し
て
「
健
康
日
本
一
21
」

を
提
唱
し
た
。
背
景
と
し
て
、

急
速
な
高
齢
化
や
生
活
習
慣
の

変
化
に
よ
る
、
生
活
習
慣
病
の

増
加
に
伴
う
医
療
費
や
、
介
護

費
用
の
増
大
が
深
刻
化
し
た
こ

と
が
原
因
と
挙
げ
て
い
る
。
ま

た
、
社
会
環
境
と
し
て
経
済
状

況
の
停
滞
に
よ
る
、
格
差
が
顕

在
化
し
、
家
族
形
態
の
変
化
、

地
域
の
繋
が
り
の
希
薄
化
な
ど

に
よ
る
社
会
的
要
因
が
健
康
状

態
に
差
が
出
て
き
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
少

子
高
齢
化
は
確
実
に
進
行
し
て

お
り
、
健
康
な
町
を
創
る
住
民

主
役
の
推
進
と
幸
福
な
町
を
創

る
安
心
安
全
な
施
策
は
町
づ
く

り
の
喫
緊
の
町
と
し
て
責
務
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
次
期
の
地
域

福
祉
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
。

本
町
に
お
い
て
は
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
よ
っ

て
、
福
祉
健
康
体
力
づ
く
り
、

生
活
支
援
等
ニ
ー
ズ
が
複
雑
多

様
化
し
て
い
る
。
今
後
、
将
来

を
見
据
え
た
計
画
と
な
る
よ
う

に
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。

本
町
の
保
健
福
祉
総
合

計
画
は
、
社
会
福
祉
法

第
1
0
7
条
に
基
づ
き
策
定
を

し
て
い
る
。
次
期
計
画
は
、
条

例
に
基
づ
き
41
名
の
策
定
委
員

で
策
定
に
あ
た
っ
て
お
り
、
今

後
は
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」

へ
の
取
り
組
み
が
福
祉
行
政
の

大
き
な
課
題
と
考
え
る
の
で
、

住
民
一
人
一
人
の
暮
ら
し
と
生

き
が
い
を
地
域
と
と
も
に
創
り

実
現
す
る
こ
と
分
野
を
超
え
た

取
組
を
目
指
し
た
い
。

高
齢
化
等
な
ど
で
地
域

を
担
う
人
材
が
減
少
す

る
な
か
で
の
担
い
手
の
確
保

や
、
農
村
地
域
を
支
え
る
多
様
・

多
種
な
人
々
を
地
域
に
定
着
で

き
る
取
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

国
の
基
本
方
針
や
基
本

計
画
に
お
い
て
、
担
い

手
集
約
の
み
で
は
な
く
、
小
規

模
農
家
や
、
都
市
部
よ
り
の
関

係
人
口
の
流
入
等
計
画
が
示
さ

れ
た
ら
こ
れ
ら
に
対
応
出
来
る

支
援
策
に
取
り
組
む
。

森
岡
　
勉 

議
員

M
o
r
i
o
k
a
　
　
T
u
t
o
m
u

▲第 3次あさぎり町保健福祉総合計画より

問

問

町
長

生
活
福
祉
課
長

農
林
振
興
課
長

地域に住む
一人ひとりが
取り組む

自 助
地域が力を
合わせて実現

共 助

人と人とが
つながり・支えあう

地域福祉
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一
般
質
問

岩本　恭典 議員
I w am o t o Y a s u n o r i

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
創
生
総
合
戦
略
の
達
成
率
は

平
成
28
年
１
月
策
定
し

た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
令

和
元
年
度
末
で
終
了
す
る
が
、

そ
の
中
で
立
て
た
数
値
目
標

と
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
）
は
達
成
で
き
そ
う
か
。

基
本
目
標
の
６
つ
の
項

目
の
内
、
４
つ
が
目
標

達
成
、
２
つ
が
達
成
で
き
て

お
ら
ず
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
は

取
り
ま
と
め
た
中
で
、
で
き

る
も
の
と
で
き
な
い
も
の
が

あ
る
。

創
生
事
業
対
策
本
部
を

設
置
し
て
、「
推
進
会

議
の
中
で
毎
年
度
効
果
検
証

を
行
い
必
要
に
応
じ
て
改
定

を
行
う
」
と
し
て
い
る
が
修

正
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
は
毎

年
度
報
告
し
て
い
る

が
、
修
正
に
つ
い
て
は
取
り

組
め
て
い
な
い
。

住
民
自
治
に
よ
る
百
人
委
員

会
を
作
る
考
え
は
な
い
か

自
治
体
が
生
き
残
り
を

か
け
地
域
づ
く
り
を
行

う
上
で
、
進
む
べ
き
姿
と
し

て
町
長
直
轄
で
百
人
委
員
会

を
作
る
考
え
は
な
い
か
。

い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見

を
聞
く
会
議
や
、
懇
親

会
、
担
当
課
と
現
場
に
出
向

い
て
、
町
民
の
本
音
の
部
分

を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

百
人
委
員
会
と
は
い
か
な
く

て
も
必
要
性
を
認
め
た
時
は

お
願
い
し
、
今
の
取
り
組
み

の
延
長
線
上
に
出
て
く
る
と

理
解
し
て
い
る
。

町
民
の
方
々
が
町
民
の

意
思
で
ま
ち
づ
く
り
を

行
な
う
方
向
性
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
。

自
分
た
ち
で
町
の
活
性

化
、
町
の
発
展
、
経
済

振
興
の
取
り
組
み
の
た
め
予
算

を
つ
け
応
援
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
が
あ
れ
ば
十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
。

駅
前
に
情
報
発
信
す
る

ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
す
る

考
え
は旧

五
差
路
の
横
断
幕
の

か
け
か
え
の
経
費
を
考

え
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

発
信
で
き
る
ス
ク
リ
ー
ン
を
駅

前
に
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。
町

の
行
事
・
行
方
不
明
者
の
画
像
・

学
校
行
事
（
体
育
大
会
・
文
化

祭
・
卒
業
式
・
入
学
式
）・
農
林
、

商
工
業
に
関
す
る
情
報
の
発
信

が
で
き
、
設
置
費
用
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
料
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
を

募
っ
て
、
会
社
・
商
品
の
宣
伝
、

あ
る
い
は
求
人
の
広
告
収
入
で

賄
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。

駅
前
整
備
計
画
の
中
で
、

町
民
に
十
分
情
報
発
信

で
き
る
と
確
認
出
来
れ
ば
検

討
す
る
。

問

問

問

問

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

町
長

町
長

町
長

問

旧五差路にある横断幕の風景

地域の一般住人が、政策の立案過程のみならず実行過程にまで参加する
「住民参加」の新しい方式その特徴は、次のとおりである。
① 百人委員会の委員には、満１８歳以上の町民か、町内の事業所で働いているならば、だれでも応募できる。
② 商工・観光・生活・環境・保健・福祉・医療、農林業、教育・文化など、行政のほぼ全域にわたる部会
が設置されている。

③ 百人委員会で立案された政策は、民主的な取捨選択を経るが、なるべく多くの政策に対して「予算措置」
されることが約束されている。

④ 百人委員会の委員は、政策立案にとどまらず、行政職員とともに政策の実行・実現にも当たる。

百人委員会とは

（インターネットより抜粋）
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一
般
質
問

農業水路と

　農地の維持管理は

       

農
業
水
路
、
農
地
は
水

路
の
開
削
維
持
管
理
に

身
命
を
賭
し
て
尽
く
さ
れ
て
き

た
先
人
の
徳
で
あ
り
、
敬
意
を

払
う
こ
と
は
基
よ
り
、
そ
れ
を

継
承
す
る
責
務
が
今
を
生
き
る

我
々
に
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
担
い
手
不
足
を
放
置
す
る

と
維
持
管
理
に
混
乱
を
来
す
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
。
外
部
か
ら

の
人
材
確
保
を
促
す
に
は
受
け

入
れ
組
織
の
法
人
化
は
必
須
要

件
と
思
う
が
、
か
ね
て
よ
り
推

進
さ
れ
て
き
た
集
落
営
農
組
織

の
法
人
化
の
進
捗
状
況
は
。

法
人
化
検
討
委
員
会
で

協
議
し
て
き
た
が
、
差

し
迫
っ
た
状
況
で
な
い
と
考
え

る
農
家
も
お
ら
れ
地
域
の
将
来

像
が
描
け
て
い
な
い
。

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

農
業
法
人
化
で
集
落
営

農
を
カ
バ
ー
し
、
法
人
の
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
で
き
る
体
制
構
築
は
。

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
も

少
人
数
な
の
で
、
農
業

サ
ポ
ー
ト
と
か
支
援
、
あ
と
は

機
械
に
よ
る
高
畔
の
草
刈
り
を

受
け
て
い
る
状
況
で
、
ま
ず
は

集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
に
重

き
を
置
い
て
い
る
。
将
来
は
支

援
セ
ン
タ
ー
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
様
な
組
織
へ
と
発
展
す
べ

き
と
の
考
え
も
持
っ
て
い
る
。

排
水
路
の
草
刈
り
管
理

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

法
面
の
急
傾
斜
地
等
の
危
険
ヵ

所
、
脆
弱
ヵ
所
の
把
握
を
行
う

考
え
は
。草

刈
り
、
防
災
上
、
危

険
度
の
高
い
ヵ
所
は
１

回
調
査
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
。災

害
復
及
工
事
を
行
う

に
も
、
中
山
間
、
多
面

的
事
業
で
は
予
算
の
限
界
が
あ

り
、
農
業
農
村
整
備
事
業
等
の

活
用
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

多
面
的
事
業
の
長
寿
命

化
予
算
も
減
額
さ
れ
る

状
況
な
の
で
農
業
農
村
整
備
事

業
へ
の
要
望
も
し
て
い
き
た
い
。

問
題
ヵ
所
が
多
数
存
在

す
る
な
か
に
お
い
て
、

多
面
的
、
中
山
間
で
取
り
組
め

な
い
所
を
拾
い
上
げ
課
題
解
決

に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

周
辺
部
の
遊
休
地
の
管
理
は

合
併
、
中
学
校
統
合
に

伴
い
遊
休
化
し
た
運
動

場
、
校
舎
跡
地
の
雑
草
の
繁
茂

が
町
周
辺
部
の
廃
れ
感
を
助
長

し
て
い
る
様
に
思
う
。
今
後
の

対
応
は
。

今
ま
で
は
草
が
伸
び
た

後
の
対
応
だ
っ
た
が
、

今
後
は
単
発
的
な
管
理
で
は
な

く
、
期
間
を
管
理
す
る
委
託
を

考
え
て
い
き
た
い
。

小
見
田
　
和
行 

議
員

K
o
m
i
t
a

K
a
z
u
y
u
k
i

農
林
振
興
課
長

農
林
振
興
課
長

農
林
振
興
課
長

町
長

町
長

総
務

課
長

問

問 問

問問

協動による溝さらえ
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一
般
質
問

奥田　公人 議員
Ok u d a　K im i t o

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
11
月
19
日

午
前
７
時
35
分
ご
ろ
、

あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
北
の
町
道
岡

原
多
良
木
線
と
、
町
道
岡
原
免

田
線
の
交
差
す
る
交
差
点
で
、

上
方
面
か
ら
来
た
軽
乗
用
車
が

横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
た
岡
原

小
学
校
の
児
童
５
人
の
列
に

突
っ
込
み
、
３
人
が
は
ね
ら
れ

て
重
軽
傷
を
負
う
事
故
が
発
生

し
た
。
こ
の
交
差
点
は
数
年
前

に
道
路
拡
張
が
な
さ
れ
歩
道
の

整
備
も
行
わ
れ
た
が
、Ｊ
Ａ
岡

原
給
油
所
の
改
築
に
よ
っ
て
Ａ

Ｔ
Ｍ
が
交
差
的
近
く
に
設
置
さ

れ
た
た
め
大
変
見
通
し
が
悪
く

な
り
、
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
交
差
点
は
、
岡

原
小
学
校
、
保
育
園
児
童
及
び

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
、
高
校
生
徒

が
利
用
す
る
重
要
な
通
学
路
で

あ
り
、
安
全
に
横
断
す
る
に
は

信
号
機
の
設
置
は
不
可
欠
で
あ

る
と
考
る
。
信
号
機
の
設
置
は

警
察
署
の
管
轄
と
聞
い
て
い
る

が
、
町
と
し
て
の
対
応
や
手
続

き
は
ど
の
よ
う
な
手
段
が
必
要

か
。

11
月
19
日
、
残
念
な
事

故
が
起
き
た
わ
け
で
、

信
号
機
が
あ
っ
た
な
ら
ば
防
げ

た
事
故
で
は
な
い
か
と
思
う
。

県
の
財
政
の
中
で
、
信
号
機
の

設
置
予
算
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
は
聞
い
て
い
る
。
先
日
政
府

の
大
型
補
正
予
算
説
明
の
時
に

他
の
市
町
村
か
ら
も
信
号
機
の

数
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
の
要

望
が
あ
っ
て
い
た
。
予
算
が
つ

く
と
可
能
性
が
出
て
く
る
と
思

う
の
で
設
置
に
つ
い
て
は
子
供

た
ち
の
安
全
上
努
力
し
た
い
と

思
う
。

こ
れ
は
要
望
に
よ
っ
て

設
置
が
さ
れ
る
と
い
う

流
れ
で
あ
る
。
ま
ず
管
轄
す
る

警
察
署
に
町
民
も
し
く
は
町
か

ら
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
る
。
上
申
の
機
会
は
年
一
回

と
さ
れ
て
お
り
、
県
公
安
委
員

会
で
検
討
、
現
地
確
認
等
を
行

い
選
定
し
設
置
が
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。町

の
方
か
ら
も
設
置
の

要
望
を
お
願
い
し
た
い
。

通
学
路
に
関
す
る
場
所
な
の
で

教
育
長
の
考
え
は
。

私
も
週
に
２
日
３
日
ほ

ど
朝
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て
い
る
が
、
非
常
に
交
通

量
が
多
く
て
、
こ
の
交
差
点
を

利
用
し
て
学
校
に
行
く
子
供
が

多
い
の
で
、
や
は
り
子
供
の
安

全
等
を
考
え
た
場
合
に
は
信
号

機
の
設
置
と
い
う
の
は
大
へ
ん

重
要
な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

問

問 町
長

町道岡原多良木線と町道岡原免田線の交差点

総
務

課
長

教
育
長
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一
般
質
問

公共工事において
　電子入札を導入する
　　　　　考えは

       

年間通して公共工事の発注を

封筒から電子入札へ封筒から電子入札へ

令
和
元
年
度
の
公
共
工

事
の
発
注
は
工
事
が
72

件
、
業
務
委
託
が
29
件
余
り
あ

る
。
こ
こ
に
係
る
職
員
や
業
者

の
費
や
す
る
時
間
、
費
用
は
相

当
な
も
の
で
あ
る
。
電
子
入
札

の
導
入
の
効
果
は
業
務
の
効
率

化
、
透
明
性
、
公
平
性
の
向
上
、

不
正
行
為
の
防
止
及
び
応
札
者

の
利
便
性
の
向
上
等
が
あ
げ
ら

れ
る
が
、
町
に
お
い
て
も
電
子

入
札
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

か
。

導
入
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。

熊
本
県
が
一
斉
に
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
そ
れ
に

参
加
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

導
入
の
時
期
は
い
つ
か
。

熊
本
県
の
シ
ス
テ
ム
更

新
が
令
和
3
年
10
月
と

予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

時
点
で
の
導
入
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。

区
長
・
分
館
長
の

役
割
り
と
職
務
に
つ
い
て

区
長
と
公
民
分
館
長
の

役
割
を
今
回
、
明
確
化

し
た
資
料
を
作
成
し
た
が
、
区

長
・
公
民
分
館
長
会
議
に
お
い

て
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ

き
た
い
。

　
4
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
会
計

年
度
任
用
制
度
移
行
に
伴
い
ど

の
よ
う
に
職
務
が
変
わ
っ
て
い

く
の
か
。区

長
は
、
特
別
職
の
非

常
勤
公
務
員
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
が
、
内
容
の
見

直
し
で
業
務
委
託
で
業
務
を
所

掌
す
る
業
務
を
担
っ
て
い
た
だ

く
方
向
に
変
わ
る
。
よ
っ
て
、

公
職
選
挙
法
に
よ
る
制
限
は
無

く
な
る
が
、
区
長
会
で
意
見
を

出
し
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

公
民
分
館
の
中
に
は
福

祉
委
員
会
が
あ
り
分
館

長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
地
域
で
い

ろ
い
ろ
な
業
務
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
健

康
寿
命
を
延
ば
し
て
、
で
き
る

だ
け
元
気
な
活
動
を
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
一
番
問
題
視

さ
れ
て
い
る
の
が
フ
レ
イ
ル
と

言
わ
れ
る
方
た
ち
の
対
応
で
あ

る
が
、
私
が
今
お
願
い
し
て
い

る
S
W
C
の
活
動
を
一
番
重
点

的
に
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
時
に
区
長
・
分

館
長
・
福
祉
委
員
会
の
役
割
を

き
ち
ん
と
整
理
し
分
館
長
等
の

報
酬
も
見
直
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。

公
共
工
事
発
注
の

　
平
準
化
に
つ
い
て

公
共
工
事
予
算
の
平
準

化
を
図
り
建
設
現
場
の

生
産
性
向
上
や
閑
散
期
と
繁
忙

期
の
差
を
縮
小
で
き
な
い
か
。

毎
年
の
起
債
の
額
を
平

均
に
し
た
い
と
思
い
計

画
し
て
き
た
が
、
今
後
は
大
型

工
事
の
計
画
も
あ
り
毎
年
あ
る

程
度
事
業
費
が
確
保
で
き
る
よ

う
に
し
、
工
事
の
早
期
発
注
な

ど
で
夏
場
の
工
事
が
無
い
時
の

対
応
を
し
て
い
く
。

溝
口
　
峰
男 

議
員

M
i
z
o
g
u
c
h
i
　
　
M
i
n
e
o

問

問

問

問 町
長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

町
長

企
画
財
政
課
長

※
1

※
2

※1 フレイル－加齢に伴い筋力が衰え疲れやすく
なり、家に閉じこもりがちになるなど、年齢を
重ねたことで生じやすい衰え全般を指す。

※2 SWC－従来の健康・医療に関するアプローチ
のみならず、まちづくり・スポーツなど多様な
要因に目を向け産官学の幅広い叡智を集めて
問題解決する。

おとろ

（15） 令和２年　２月発行



一
般
質
問

永井　英治  議員
Na g a i　　E i j i

食
料
農
業
農
村
基
本
計
画
の

　
　
　
　
　
　
本
町
の
現
状
は

平野部の鹿に荒らされた稲

先
日
の
新
聞
で
、
国
の

「
食
料
農
業
農
村
基
本
計

画
」
の
中
の
食
料
自
給
率
や
農

地
面
積
の
目
標
の
達
成
見
込
み

が
な
い
と
の
報
道
が
あ
っ
て
い

る
。
本
町
で
も
、
大
豆
や
麦
の

生
産
面
積
は
、
横
ば
い
か
減
少

傾
向
に
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し

て
は
、
大
豆
の
収
益
性
の
問
題

や
、
麦
に
つ
い
て
は
、
収
穫
し

て
か
ら
収
益
と
な
る
期
間
が
約

半
年
か
か
る
と
い
う
事
が
要
因

で
、
面
積
増
加
に
は
つ
な
が
っ

て
い
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

町
は
こ
の
現
状
を
ど
う
と
ら
え

て
い
る
か
、
ま
た
、
こ
の
現
状

を
国
に
対
す
る
意
見
・
要
望
と

し
て
取
り
ま
と
め
が
で
き
な
い

か
。

国
の
目
標
と
生
産
現
場

の
乖
離
に
つ
い
て
は
、

農
家
の
生
産
活
動
が
い
か
に
難

し
い
か
、
ま
た
輸
入
品
と
の
競

合
等
、
農
産
物
の
価
格
が
大
き

く
左
右
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
う
い
う
地
方
の
現
状

に
つ
い
て
は
、
ど
こ
に
要
望
す

れ
ば
よ
り
効
果
が
上
が
る
の
か

を
考
え
な
が
ら
精
一
杯
要
望
し

て
い
こ
う
と
考
え
る
。

鳥
獣
被
害
、
特
に
鹿
に

つ
い
て
は
今
で
は
平
野

部
に
も
被
害
が
出
て
い
る
。
対

応
策
と
し
て
、
河
川
敷
の
藪
な

ど
シ
カ
が
住
み
着
く
状
況
を
つ

く
ら
せ
な
い
こ
と
が
一
番
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

現
在
、
国
の
工
事
と
し

て
、
球
磨
川
の
浚
渫
工

事
に
伴
い
樹
木
や
竹
藪
の
伐
採

を
行
っ
て
い
る
。
国
や
県
の
予

算
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
は
町
の

事
業
と
し
て
取
り
組
み
た
い
と

考
え
る
。
ま
た
、
県
の
竹
材
生

産
支
援
事
業
等
の
活
用
も
考
え

て
進
め
て
い
き
た
い
。

農
家
の
規
模
拡
大
に
伴

う
作
業
の
省
力
化
に
は
、

ス
マ
ー
ト
農
業
が
欠
か
せ
な
い

と
思
う
が
、
町
の
現
状
と
こ
れ

か
ら
の
支
援
策
は
。

8
月
に
町
内
2
か
所
で

空
中
ド
ロ
ー
ン
と
水
上

ド
ロ
ー
ン
の
実
演
会
を
実
施
し

て
い
る
。
今
年
度
実
際
に
農
薬

散
布
用
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
さ
れ

た
農
家
も
お
ら
れ
る
の
で
、
今

後
も
先
進
的
な
ス
マ
ー
ト
農
業

の
現
状
と
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
等
の
情
報
も
紹
介
し
て

い
き
た
い
。

A
I
等
の
活
用
も
含
め

て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

は
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

町
独
自
で
の
後
継
者
の

支
援
策
は
。

近
隣
町
村
で
も
そ
れ
ぞ

れ
の
支
援
策
が
あ
っ
て

い
る
。
本
町
で
も
、
国
の
農
業

次
世
代
人
材
投
資
資
金
（
旧
青

年
就
農
給
付
金
）
に
該
当
さ
れ

な
い
方
々
に
対
し
て
の
支
援
が

で
き
な
い
か
考
え
て
い
る
。

問

問

問問

町
長

町
長

農
業
委

員
会
事

務
局
長

町
長

農
林
振
興
課
長
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一
般
質
問

合併特例債の発行期限の
　　　延長に伴う本年度の活用と
　今後４年間の活用方針は

       

平
成
15
年
４
月
に
合
併

し
、
15
年
間
合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
き
た
。
合
併
市

町
村
に
お
い
て
は
想
定
以
上
の

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
急

激
に
進
み
、
様
々
な
新
し
い
課

題
が
山
積
し
、
こ
の
15
年
間
で

は
十
分
な
取
り
組
み
が
で
き
た

と
は
言
わ
れ
ず
、
国
が
令
和
５

年
ま
で
の
５
年
間
の
起
債
発
行

の
延
長
を
決
定
し
た
が
、
本
年

度
の
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て

の
事
業
内
容
と
今
後
４
年
間
の

事
業
内
容
は
。

合
併
特
例
債
は
、
新
町

の
均
衡
あ
る
発
展
、
地

域
格
差
の
な
い
一
体
化
を
持
た

せ
る
た
め
に
投
資
し
、
現
在
も

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
防
災
や
住
民

福
祉
の
設
備
に
活
用
し
て
い

る
。

新
町
建
設
計
画
に
載
せ
、

10
項
目
の
予
定
事
業
を

計
画
。
発
行
可
能
額
は
１
３
０

億
円
強
。
平
成
15
年
か
ら
30
年

ま
で
、
建
設
費
36
億
円
、
基
金

造
成
24
億
円
、
計
60
億
円
を
発

行
。
残
り
67
億
円
余
り
が
発
行

可
能
で
あ
り
、
令
和
２
年
以
降

（
令
和
５
年
ま
で
）
も
計
画
的

に
使
用
し
て
い
く
。

公
共
施
設
等
管
理
計
画

の
中
で
、
利
用
・
未
利

用
に
か
か
わ
ら
ず
老
朽
化
し
て

い
る
旧
庁
舎
等
大
型
施
設
の
今

後
の
計
画
は
。

旧
深
田
中
学
校
、
深
田

保
健
セ
ン
タ
ー
、
旧
岡

原
給
食
セ
ン
タ
ー
は
除
却
の
方

針
。
旧
深
田
中
学
校
体
育
館
、

旧
須
恵
村
役
場
、
旧
須
恵
中
学

校
、
旧
岡
原
村
役
場
、
旧
上
村

役
場
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
老

朽
化
が
進
み
、
雨
も
り
、
外
壁

等
の
痛
み
が
著
し
い
が
、
現
在

も
住
民
や
企
業
等
の
利
用
も
あ

る
の
で
、
個
別
計
画
の
中
で
慎

重
丁
寧
に
検
討
し
て
い
く
。
旧

免
田
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
加
工

施
設
の
用
途
と
し
て
貸
し
付
け

の
位
置
づ
け
。
旧
東
庁
舎
は
現

在
未
使
用
で
、
耐
震
を
有
し
て

い
な
い
施
設
。
こ
れ
も
個
別
計

画
で
精
査
し
判
断
し
て
い
く
。

今
後
早
急
に
、
次
の
世

代
に
残
す
も
の
、
除
却

（
解
体
）
す
る
も
の
を
有
利
か

つ
期
限
の
あ
る
合
併
特
例
債
を

活
用
し
進
め
て
い
く
時
期
で
は
。

施
設
の
除
却
や
転
用
は
、
こ
れ

を
も
っ
て
前
倒
し
し
て
考
え
て

い
く
の
か
。

指
摘
の
と
お
り
。
経
年

劣
化
が
進
み
、
再
利
用

も
相
当
な
予
算
が
要
る
。
地
域

住
民
の
希
望
も
聞
き
、
町
の
財

政
も
考
え
方
向
性
を
出
し
て
い

く
。
一
方
で
は
、
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
を
構
築
す
る
考
え
の
中

で
、
施
設
の
活
用
の
芽
が
出
る

か
も
し
れ
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
、
あ
の
時
何
を
し
て

た
ん
だ
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
、

一
つ
一
つ
き
ち
ん
と
努
め
て
い

く
。

市
岡
　
貴
純 

議
員

問

問問

町
長

町
長

企
画
財
政
課
長

I
c
h
i
o
k
a
　
　
T
a
k
a
s
u
m
i

今後、検討を急ぐ施設等（写真は旧深田村保健センター）

総
務

課
長

　これまで高度経済成長期の中で公共施設の整備が進められてきましたが、これらの多
くが老朽化し、大規模改修や建て替えが必要となってきました。本町においても次世代
に負担を残さないために適切な規模とあり方を検討する為に H29年3月に策定し進めて
います。（詳しい内容は本町ホームページに記載されています。是非ご一読下さい。）　

公共施設等総合管理計画
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加賀山 瑞津子 議員
K a g a y am a M i t s u k o

女
性
目
線
で
防
災
備
蓄
品
の
充
実
を

※
1

※
2

現
在
の
災
害
備
蓄
品
の

種
類
・
数
量
・
保
管
場

所
は
。種

類
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。食
糧
に
つ
い
て

は
現
在
６
，
１
０
０
食
分
あ
り
、

７
，
３
０
０
食
を
目
標
と
し
て

い
る
。生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
旧

免
田
中
跡
）
の
備
蓄
倉
庫
に
一

括
し
て
備
蓄
し
て
い
る
。

今
年
台
風
19
号
の
時
に

堤
防
が
決
壊
し
た
。
球

磨
川
の
堤
防
が
決
壊
し
た
場

合
、
須
恵
・
深
田
地
区
へ
の
対

応
は
。町

と
し
て
も
分
散
備
蓄

の
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
来
年
度
予
算
計
上
を
考

え
て
い
る
。

岡
原
地
区
で
も
百
太
郎

溝
、
幸
野
溝
が
あ
り
同

様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
早

急
に
対
応
を
。内
閣
府
か
ら
「
災

害
時
に
お
け
る
授
乳
の
支
援
並

び
に
母
子
に
必
要
と
す
る
物
資

の
備
蓄
及
び
活
用
に
つ
い
て
」

出
さ
れ
て
い
る
が
、「
液
体
ミ
ル

ク
」
に
関
し
て
は
ま
だ
認
知
度

が
低
い
。町
の
対
応
は
。併
せ
て

備
蓄
品
選
定
委
員
に
女
性
メ
ン

バ
ー
は
い
る
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
周
知
等

は
行
っ
て
い
な
い
。今
後

母
子
手
帳
交
付
の
際
や
乳
幼
児

健
診
時
等
で
紹
介
し
て
い
く
。

今
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
を
活
用
し

専
門
家
を
入
れ
て
準
備
中
。
そ

の
中
で
女
性
の
意
見
を
聴
い
て

い
き
た
い
。

戦
没
者
追
悼
式
の
今
後
の

在
り
方
は戦

争
平
和
に
つ
い
て
考

え
伝
え
て
い
く
事
は
国

民
の
義
務
。今
後
町
民
に
広
く

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
会

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
が

必
要
で
は
。

一
部
を
追
悼
式
、
二
部

を
意
見
発
表
に
す
る
な

ど
、
広
い
テ
ー
マ
で
平
和
の
大

切
さ
・
有
難
さ
、
命
の
大
切
さ

な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

い
発
表
す
る
場
に
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
の
活
用
を

３
月
に
「
寄
附
金
を
活

用
し
た
今
後
の
事
業
展

開
と
寄
附
者
へ
の
報
告
」
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
検
討
後
今

回
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
い

た
だ
い
た
。そ
の
中
に
マ
イ
焼

酎
づ
く
り
体
験
オ
ー
ナ
ー
制

度
が
入
っ
て
い
る
が
。

マ
イ
焼
酎
づ
く
り
は
関

係
者
の
方
々
が
長
年
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
即
対
応
出

来
る
制
度
だ
と
思
う
。

球
磨
川
の
流
れ
の
緩
や

か
な
所
で
の
サ
ッ
プ
や

フ
ッ
ト
パ
ス
等
＋
α
の
組
み
合

わ
せ
で
集
客
の
目
玉
に
な
る

の
で
は
。

民
間
力
の
活
用
を
ど
ん

ど
ん
出
し
て
い
く
体
制

を
考
え
た
い
。

問問

問

問

町
長

町
長

液体ミルクを選択肢のひとつに

ふるさと納税
パンフレット

総
務

課
長

総
務

課
長

健
康
推
進
課
長

問

問 町
長

町
長

※1 スタンドアップパドルボード（SUP）はハワイ発祥のマリン

スポーツで、サーフボードに似た板の上に立ち、パドルを

漕ぎながら波乗りしたり海の上を散歩するといったこと

が楽しめる水上アクティビティです。SUPは体幹力が鍛

えられるためエクササイズ効果があるとも言われてお

り、女性にも人気のスポーツです。

※2 フットパスとは、イギリスを発祥とする森林や田園地帯、

古い町並みなど昔からあるありのままの風景を楽しみな

がら歩くこと【Foot】が出来る小径（こみち）【Path】のこと

です。 イギリスではフットパスが国土を網の目のように

縫い、国民は積極的に歩くことを楽しんでいます。近年、

日本においてもさまざまな地域において、各々の特徴を

活かした魅力的なフットパスが整備されています。
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健康づくりは

       

「
健
康
と
幸
福
の
町
づ
く

り
」
を
掲
げ
町
民
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
サ
ロ
ン
の

未
実
施
地
区
と
百
歳
体
操
の
未

実
施
地
区
及
び
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
。

サ
ロ
ン
2
地
区
が
未
実

施
で
百
歳
体
操
は
19
地

区
が
未
実
施
。

今
後
の
計
画
は
。

サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
啓

発
活
動
を
今
以
上
に
充

実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
百
歳
体
操
普
及

に
つ
い
て
は
、
サ
ロ
ン
を
実
施

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
中
心
に

説
明
会
を
各
地
区
行
っ
て
い
く
。

サ
ロ
ン
の
補
助
金
上
限

1
2,
0
0
0
円
、
一
回

2,
0
0
0
円
の
検
討
は
。

自
身
も
区
長
時
代
に
経
験

が
あ
る
の
で
、
地
区
の
福

祉
的
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
人

た
ち
と
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

前
向
き
に
検
討
を
し
て
み
た
い
。

体
協
の
加
入
状
況
は
。

25
競
技
の
加
入
者
は
本

年
度
8
9
1
名
で
、　

20

〜
30
代
が
24
％
。
40
〜
50
代
が

30
％
。
60
代
以
上
が
46
％
と

な
っ
て
い
る
。

各
部
大
会
助
成
金
の

状
況
は
。

大
会
を
実
施
さ
れ
る
際

に
体
育
協
会
よ
り
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
助
成

金
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
い
く
。

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
人
生

に
活
力
と
い
ろ
ど
り
を
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と

健
康
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
問

う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
は

10
年
間
ほ
ど
実
施
し
た

中
で
、
参
加
者
も
固
定
化
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
の

高
齢
化
も
あ
っ
て
、
中
止
と
し

た
。
広
報
誌
に
春
夏
秋
冬
季
節

に
応
じ
た
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し

カ
ラ
ー
刷
り
で
広
報
誌
に
掲
載

し
た
。
今
後
、
新
た
な
健
康
ポ

イ
ン
ト
の
仕
組
み
を
検
討
し
て

い
く
。

実
行
委
員
は
今
で
も
継

続
し
て
ほ
し
い
と
い
う

声
の
よ
う
だ
が
。

担
当
課
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
協
議
し
て
み
た
い
。

食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
の
レ
シ
ピ
集
の
配

布
状
況
と
活
用
に
つ
い
て
は
。

当
初
2
0
0
部
。
他
町

村
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

も
多
く
2
0
0
部
追
加
し
4
0
0

部
で
対
応
し
て
い
る
が
在
庫
が

な
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
も

ら
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

作
っ
た
感
想
は
。

男
性
も
作
っ
た
よ
う
で
、

レ
シ
ピ
集
全
部
を
作
っ

た
人
も
い
た
。

皆
越
　
て
る
子 

議
員

M
i
n
a
g
o
s
h
i
　
　
T
e
r
u
k
o

広報あさぎり

　H３１.３月号より

問

問

問

問

問問

問

問 問

教
育

課
長

教
育

課
長

町
長

町
長

高
齢
福
祉
課
長

高
齢
福
祉
課
長

健
康
推
進
課
長

健
康
推
進
課
長

健
康
推
進
課
長
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町有地払い下げ及び、補助金の支出等に関する
調査特別委員会の中間報告

委員長、副委員長を選出。
今後の特別委員会の進め方について、委員の意思統一を行った。
敷地売却に対する不動産鑑定結果資料、工事に係る経過資料、補
助金の支出根拠及び条例、規則について担当課より説明を受ける。
今回より、商工観光課、生活福祉課職員に対して、証人として出
席をしてもらい提出書類の質疑を行った。

２つの調査事項を並行調査では混乱を来しかねないので幼稚園
工事に係る調査から進める事を決めた。

生活福祉課職員に対し証人として出席してもらい幼稚園新築工
事に関する補助金支出に対して質疑を行った。

会計検査対象資料の確認。
幼稚園理事長に証人として出席してもらい質疑を行った。
設計士に証人として出席してもらい質疑を行った。
幼稚園長に証人として出席してもらい質疑を行った。
設計業者より届いた図面９７枚のみで入札書作成に向け積算可
能かを建設課担当者に意見を聞いた。

　平成30年6月15日、議長を除く全議員で設置され、8回の特別委員会を開催し協議をおこ

なった。

　平成30年度より、人吉球磨地域公共交通再編計画に伴ない、あさぎり町でも大幅な見直

しとして、デマンド交通システムを導入し、デマンド交通に変更する取り組みとともに、地

域公共交通特別委員会が設置された。

　町の方針が当初予算2000万円で、高齢者のみのサービスではなく、利用料金を200円、 

乗降所31箇所とするデマンド交通という方向性が示され、全議員が同意した。

　その後、町執行部による九州産交バス本社と3回の会議、町職員による運行調査も実施さ

れたが、九州産交バス側と利用料金の合意が得られなかった為、利用料金300円として乗

降所に須恵の「ちとせや」を追加した。

　公立多良木病院は町外のため、除外することで了承し、10月1日に出発式を行いスター

トした。

　最後の委員会では10月の利用状況は男性161名・女性297名合計458名の利用者登録で

あるとの説明を受けた。

　今後利用者の増加に努めていただき、スムーズな運営ができることを願う。

地 域 公 共 交 通 調 査 特 別 委 員 会

第　１　回　令和元年　６月１４日
第　２　回　令和元年　６月２０日
第　３　回　令和元年　７月２３日

第　４　回　令和元年　８月１９日

第　５　回　令和元年　９月　６日

第　６　回　令和元年１０月１１日

第　７　回　令和元年１０月２１日
第　８　回　令和元年１１月　１日
第　９　回　令和元年１１月１１日
第１０回　令和元年１１月２５日
委員会協議　令和元年１２月　３日
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

常

任

委

員

会

報

告

宮原観音堂

○
９
月
30
日
（
月
）

公
民
分
館
建
設
事
業
に
つ
い
て

　
今
井
・
永
才
区
の
当
初
建
設
費
が
３

０
０
〜
５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た

が
、
委
員
会
で
は
、
地
区
負
担
が
10
％

と
い
う
こ
と
で
華
美
に
な
り
や
す
い
の

で
、
今
後
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
そ
の

対
応
を
取
る
よ
う
要
望
が
上
が
る
。

町
有
地
（
旧
上
村
へ
い
獣
処
理
場
）
の

払
い
下
げ
に
つ
い
て

　
太
陽
光
発
電
事
業
へ
の
使
用
要
望
が

上
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
払
い
下
げ
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。
町
は
公
募
を

か
け
一
般
競
争
入
札
を
行
う
。

　
産
廃
処
分
場
と
し
て
の
使
用
禁
止
、

埋
設
物
の
処
理
等
に
つ
い
て
は
契
約
条

件
に
入
れ
て
い
る
。

○
11
月
20
日
（
水
）

防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
に
つ
い
て
　 

　
人
件
費
の
一
部
が
特
別
交
付
税
の
交

付
対
象
と
な
る
も
の
で
、
本
町
も
活
用

の
方
向
で
前
向
き
に
考
え
て
い
る
。
対

象
者
は
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
佐
官
級

以
上
の
退
職
者
で
町
内
外
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
す
る
。

県
指
定
文
化
財
の
現
況
視
察
調
査

宮
原
観
音
堂
（
岡
原
宮
麓
）

　
全
体
的
な
経
年
劣
化
に
加
え
、
茅
葺

屋
根
の
腐
食
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

屋
根
修
理
、
全
面
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

次
年
度
に
計
画
。
そ
の
他
、
才
園
古
墳
、

鬼
の
釜
古
墳
を
調
査
。

◯
９
月
24
日
（
火
）

葉
タ
バ
コ
買
い
入
れ
視
察

（
合
志
市
J
T
リ
ー
フ
セ
ン
タ
ー
）

　
今
年
度
は
葉
タ
バ
コ
に
と
っ

て
は
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
量
・

質
共
に
良
い
成
績
だ
っ
た
。

◯
10
月
23
日
（
水
）

農
地
等
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

　
災
害
発
生
日
７
月
１
日
、
７

月
14
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
。
須

恵
阿
蘇
地
区
農
地
、
屯
所
地
区

農
道
法
面
、
深
田
仁
王
地
区
農

地
の
復
旧
工
事
。
農
林
振
興
課

よ
り
。
天
子
の
水
公
園
を
適
切

に
管
理
す
る
事
に
よ
り
地
域
住

民
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
を
提

供
す
る
事
を
目
的
と
す
る
天
子

の
水
公
園
を
守

る
会
規
約
に
つ

い
て
協
議
審
議
。

◯
11
月
８
日
（
水
）

有
機
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
に

つ
い
て

　
堆
肥
製
造
設
備
・
施
設
の
経
年

劣
化
に
よ
り
施
設
の
大
規
模
な
整

備
を
実
施
し
長
寿
命
を
図
る
も

の
。
管
理
委
託
期
間
に
つ
い
て
は

10
年
。

◯
11
月
26
日
（
火
）

深
田
農
産
物
処
理
加
工
施
設
に

つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
あ
さ
ぎ
り
町
ふ
れ

あ
い
会
加
工
グ
ル
ー
プ
が
活
用

し
味
噌
や
饅
頭
を
製
造
し
、
そ

の
運
用
益
な
ど
に
よ
り
施
設
の

管
理
を
行
っ
て
い
た
が
、
会
長

よ
り
指
定
管
理
者
申
請
辞
退
届

が
提
出
さ
れ
た
。
今
後
、
施
設

利
用
に
適
し
た
事
業
者
等
を
募

り
、
施
設
の
活
用
を
図
り
た
い

と
の
事
で
あ
っ
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

合志市 JTリーフセンター視察

天子の水公園天子の水公園（21） 令和２年　２月発行



○ 

10
月
９
日
（
水
）

子
ど
も
医
療
費
助
成
方
法

の
変
更
に
つ
い
て

　

県
内
で
は
、
現
在
45
市

町
村
中
42
市
町
村
が
現
物

給
付
制
度
を
導
入
し
て
お

り
、
昨
年
11
月
実
施
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
現

物
給
付
制
度
へ
の
変
更
を

希
望
す
る
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
あ
さ
ぎ
り
町
で

も
子
育
て
支
援
を
よ
り
一

層
行
う
た
め
現
物
給
付
制

度
を
取
り
入
れ
た
い
と
い

う
説
明
が
あ
っ
た
。

○
10
月
25
日
（
金
）

子
ど
も
医
療
費
支
払
い
に

関
す
る
あ
さ
ぎ
り
町
医
療

連
携
会
議
の
結
果
報
告
に

つ
い
て

　

国
は
償
還
払
い
が
基
本
。

８
割
が
現
物
給
付
。
等
の

意
見
が
医
師
か
ら
出
た
。

　

委
員
会
の
意
見
と
し
て
、

現
物
給
付
を
ど
れ
く
ら
い

の
方
が
希
望
さ
れ
て
い
る

の
か
。
高
校
生
ま
で
無
料

化
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
な
ど
い
ろ

ん
な
パ
タ
ー
ン
で
ア
ン
ケ
ー

ト
が
取
れ
な
い
か
等
の
意

見
が
出
た
。

○
11
月
25
日
（
月
）

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

改
修
に
つ
い
て

　

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス

付
近
に
シ
ャ
ワ
ー
室
を
設

置
・
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の

左
側
に
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
お

よ
び
脱
衣
室
を
設
置
す
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
方
法

の
変
更
に
係
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

調
査
対
象
者
は
全
世
帯

５
，９
３
９
世
帯
。
中
学
三

年
生
以
下
の
子
ど
も
が
い

る
世
帯
と
中
学
三
年
生
以

下
の
子
ど
も
が
い
な
い
世

帯
に
分
け
て
調
査
す
る
。

調
査
票
配
布
は
令
和
２
年

１
月
中
旬
予
定
。
回
収
日

は
１
月
下
旬
予
定
。
費
用

と
し
て
回
収
用
郵
送
料
14

万
９
千
円
と
、
調
査
集
計

分
析
報
告
書
作
成
委
託
料

１
２
７
万
円
。

「
上
第
２
保
育
園
」
と
「
あ

お
ぞ
ら
幼
稚
園
」
の
統
合

予
定
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
１
日
よ

り
上
第
二
保
育
園
と
あ
お

ぞ
ら
幼
稚
園
を
統
合
し
幼

稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
と

し
た
い
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

一 部 事 務 組 合 報 告

◯
12
月
2
日(

月)

　

令
和
元
年
度
第
2
回
定
例
会
が
、
12
月

2
日
に
開
催
さ
れ
た
。
決
算
の
認
定
1
件
、

議
案
5
件
は
原
案
通
り
可
決
、
最
後
に
一

般
質
問
が
行
わ
れ
た
。
平
成
30
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
。

歳
入
総
額

9
億
5,
0
3
9
万
5
千
円
。

歳
出
総
額

8
億
3,
7
6
5
万
９
千
円
。

歳
入
歳
出
差
引
額

１
億
1,
2
7
3
万
６
千
円
。

繰
り
越
し
明
許
費

9,
9
5
0
万
円
。

実
質
収
支
額

1
億
3
2
3
万
6
千
円
。

う
ち
基
金
繰
入
金
が

6
6
1
万
8
千
円
。

　　

議
案
第
6
号
か
ら
議
案
第
10
号
は
、

条
例
の
改
正
と
、
職
員
の
給
与
の
改
定

に
伴
う
補
正
予
算
。

　

一
般
質
問
で
は
、
多
良
木
町
選
出
の

猪
原
議
員
が
、
職
員
の
定
数
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
、
災
害
発
生
時
や
救
急
出
動

時
に
は
、
十
分
な
人
員
は
確
保
さ
れ
て

い
な
い
、
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

上球磨消防組合議会
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議場へきれいなお花をありがとうございます

第８回会議（１２月会議）において、あさぎり町商工会女性部より

きれいなお花をいただきました。ありがとうございました。

◯
11
月
29
日(

金)

　

令
和
元
年
第
4
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
理
事
会
代
表
理
事
よ

り
、
定
例
理
事
会
に
お
け
る
主

な
審
議
内
容
等
説
明
の
後
、
平

成
30
年
度
決
算
特
別
委
員
会
委

員
長
よ
り
、
審
議
結
果
に
つ
い

て
の
委
員
長
報
告
が
あ
り
質
疑

採
決
の
結
果
、
委
員
長
報
告
の

通
り
、
全
員
異
議
な
く
原
案
の

通
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
さ

れ
た
。

　

続
い
て
補
正
予
算
2
件
・
条

例
制
定
、
改
正
3
件
規
約
の
変

更
1
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の

通
り
可
決
し
散
会
と
な
っ
た
。

人吉球磨広域行政組合議会

◯
9
月
20
日(

金)

　

第
3
回
定
例
会
で
は
、医
療
機

器
の
故
障
に
よ
る
買
い
替
え
と

人
事
給
与
・
勤
怠
管
理
シ
ス
テ

ム
と
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と

の
連
携
に
係
る
費
用
１,
５
６
０

万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
た
。

　

平
成
30
年
度
決
算
認
定
で
は
、

病
院
、
老
健
、
健
診
３
事
業
の
合

計
で
２
億
８
１
０
万
円
の
純
損

失
と
な
っ
た
報
告
が
あ
り
、
認

定
さ
れ
た
。

　

11
月
18
日
開
催
の
第
４
回
定

例
会
で
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
選
出
の

小
見
田
議
員
よ
り
、
厚
労
省
が
公

表
し
た
公
立
病
院
の
再
編
リ
ス

ト
や
病
院
の
将
来
像
に
つ
い
て

の
一
般
質
問
が
あ
り
、
大
島
企
業

長（
病
院
長
）か
ら
は
、
至
急
将
来

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
、
開
設
者
協

議
会
と
の
協
議
を
始
め
た
い
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

公立多良木病院企業団議会

◯
11
月
12
日(

火)

　

熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
13
議
案
及
び

報
告
1
件
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ

た
。

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

歳
入
総
額
は
、
２
，
９
０
６
億

１
，
１
２
１
万
円
、
歳
出
総
額
は

２
，
７
９
７
億
２
，
３
６
９
万
円

で
あ
る
。平
成
31
年
3
月
末
現
在
、

被
保
険
者
は
28
万
人
を
超
え
今

後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る
医
療

給
付
を
ど
う
抑
制
す
る
か
は
引

き
続
き
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
レ
セ
プ

ト
点
検
の
強
化
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
利
用
促
進
、
病
気
の
早

期
発
見
や
重
症
化
予
防
に
向
け

た
健
康
診
査
の
推
進
、
加
齢
に
よ

り
心
身
が
衰
え
た
状
態
（
い
わ
ゆ

る
フ
レ
イ
ル
）
へ
の
対
策
等
健
康

寿
命
の
延
伸
に
係
る
保
険
事
業

の
更
な
る
充
実
な
ど
医
療
費
適

正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
一

層
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

熊本県後期高齢者医療広域連合議会報告
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あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
868-0422　

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1855

番
地

TEL（
0966）

47-0312・
FA
X（
0966）

47-0265
E-m

ail syoki-gikai@
asagiri.kum

am
oto.jp　

印
刷
：
㈲
町
田
印
刷

聞かせて

★お願い★「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

編
集
後
記

編
集
・
発
行
責
任
者

広
報
調
査
特
別
委
員
会

議
　
長

徳
永
　
正
道

委
　

員
　

長

副
委
員
長

委
　
　
員

久
保
　
尚
人

難
波
　
文
美

溝
口
　
峰
男

豊
永
　
喜
一

小
出
　
高
明

岩
本
　
恭
典

このコーナーは町民の皆さまから
議会に対する事や町への要望を寄
稿していただき、作成しています。
議員が依頼に伺った際は、ご協力
をお願い致します。

■表紙の写真について

表紙の写真は、自然観察クラブ
犬童賢二さんの作品
「冬の免田川」です。

活気あるあさぎり町へ

町 政 に 期 待

深田地区（明廿）

田山　健裕さん

　父の介護の為、あさぎり町に移り住み５年が経ちました。
在宅介護は大変な時もありますが、いろんな方に支えられ、
頑張り過ぎず続ける事が出来ています。感謝の気持ちでいっ
ぱいです。今後、より一層少子高齢化が進み、深刻な問題
になる事は言うまでもないと思います。お年寄りや子ども
達が、安心して過ごせるような町であってほしいと思います。
　それと、私は勿体無いと感じる事があります。あさぎり
町には沢山の資源（たから）があります。歴史的資料もあ
りますが、特におかどめ幸福駅には観光客が外国や全国か
ら来られます。それを観光産業として活かしきれていない
気がしています。交流人口を増やし、地域の活性化に繋げ
て頂きたいです。

上地区（塚ノ脇）

小田　美華子さん

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。本
年
も「
議
会
だ
よ
り
」を

町
民
の
皆
様
に
よ
り
解
り
易
く
お

届
け
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
さ
て
、「
議
会
だ
よ
り
」の
一
般
質

問
の
内
容
は
、文
字
数
の
制
限
で
要

約
し
て
あ
り
ま
す
。本
来
な
ら
、
全

文
を
掲
載
す
る
事
が
全
議
員
の
望

み
で
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
議
会
配
信
、あ

る
い
は
議
会
議
事
録（
議
会
事
務
局

に
て
閲
覧
可
能
）を
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
岩
本
　
恭
典
）　
　
　
　
　

町内の方々に寄稿していただきました

　一昨年10月に初孫が誕生し、毎日保育園の帰りに顔を見せ
に寄ってくれるのが祖父母、曽祖父母の楽しみの一つです。
動作の一つ一つにハラハラしたり、手をたたいて喜んだり
と、子供一人を囲んで癒される毎日です。
　最近では、子供の姿を見る事も少なくなり、子供達の声も
聞こえなくなりました。
　安心して出産、子育てが出来、安全に子供達が遊び回り、
笑い声がする賑やかで元気なあさぎり町になって欲しいと思
います。

民 の 声町
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